
　　　　　　　　　　　ト、マトのロツ＞ウール栽培適応性

1．試験のねらい

　　近年、施設園芸における労カの節減と連作障害回避の有効な対策として、養液栽培牟注目され、

　なかでも県内においてロックウール栽培に対し高い関心が寄せられている。そこで、ロックウー

　ル栽培における生産安定技術の確立を図るため、培地の特性および栽培方法について検討した。

2．試験方法

（エ）ロックウール培地の製晶別特性について検討した（昭和62年）。

（2）促成栽培における培地の保・加温が生育、収量に及ぼす影響について検討した（昭和62年）。

（3）促成栽培における育苗日数が生育、収量に及ぼす影響について検討した（昭和63年）。

（4）培地の種類（ロックウール、くん炭、ロックウールチップ、ロークウール十くん炭）および

　　ロックウール培地の連用（2作、3作目）について検討した（昭和63年）。

3．試験結果およぴ考察

（1）ロックウール製品別の培地内におげるpHおよび各成分の変化については図一1のとおりで

　　pHについては、A社が他の製晶と比較して早期から安定的に推移した。E　C値、N　O。一N

　　K．OについてもA社が比較的安定した推移を示し、他の製晶と比較して急激な上昇は認められ

　　なかった。P．O。はB社が低い推移を示し、CaOは各製晶とも同じ傾向であった。生育及び収

　量性については特に大差は認められず、各社の製品には化学性の差はあるとしても、トマトの

　生育に及ぼす影響は少ないのではないかと推察された。

12）促成栽培における培地内の温度については、無加温の場合1月中旬が最低温度となり、11℃

　前後まで低下し、生育および収量とも保・加温区に比べ低い傾向を示した。したがって冬期間

　培地を加温（ユ8℃前後）するこ、とは、安定した収量を確保するためにも必要不可欠である。

（3）促成栽培における育苗日数を検討するため、播種後2ユ日苗から63日苗（計7処理）の区を設

　定し試験を行ったが、育苗日数の短い区ほど草丈が高く、強草勢となり、総果重および可販果

　　も高い傾向を示した。又、晶質面から見ると、最も短い21日苗では乱形果、空どう果の発生が

　　多く、長く』なる’に従い、ぐず巣の亮生が多かった；

　　以上の結果から、若苗定植の方が多収となることが明らかとなっ牟が、晶質を考慮すると促

　成栽培における育苗日数は28日～35日苗が良いと思われた。

（4）培地の種類およびロックウール培地の連用については表一3のとおりで、培地の種類別によ

　　る生育および収量差は特に認められず、ロックウール培地の連用（本試験では3作まで）につ

　　いても問題はないと思われた。

4．成果の要約

　　ロヅクウール培地の製晶別比較については、化学性の差は認められるものの生育に及ぼす影響

については差が少なかった。又、くん炭との併用、ロックウール手ツプ、一ロックウール培地の連

用についても特に問題は認められなかった。

　　冬期間ρ栽培に当たっては、培地温の低下により収量、晶算低下が認められるので、培地温は

18℃煎後を確保する事が重要であり、育苗日数にっいては、播種後28日～35日程度の若苗定植と

　し、草琴の確坪と晶質向上午つξめる事がキ切である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当者一野棄部　石川孝二）
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表一1　培地g保・加温に閑する試験

藺5■藺

ぎo

　瑚〃500
グ’

9
’

｛．o 4oo

’

3．O 300

㌧7！’／．，’外ノ

“　’

2．o 200
　’・ン

1．0 一〇〇
’
’
’

o o
1洲21■122バ03／10γ13 1刎2い2刎O切O例3
EC湿慶の漉樽・．棚

祠1
NOバNの絵移’

■9

η〃
■“

。　’ η／2
500 500

’

伽 ！ 400

一‘一
〆

心、一’　。・一、　　　　、

300
■

300 ■

‘

’

顯 4醐 ！

一〇〇
・、

100

＼

0
1洲2レ12刎03／lO例3

o
1刎2い2刎O洲O例3

K，Oの縫移 αOの潅移

る各成分の変イk

処　　理
1月9目

章丈㎝

牧雁終了時姦径　㎜　　’蚊衝始　可販顯熾紗抹

1　　3　　o　　月日餉期後刺

　　　総扱量　　可販果敏　一果π　上物率

書十　　㎏■o　　幅■挟　　、9　　％

無加混地上区

棚熱加温区．

地中保魑区

混則賜A区
圃風加糧B区

M6
148

Mg
153

150

I1，9

11．9

1一．8

11．9

u，6

M．1

14．1

i3，7

14，7

13，7

14．1

－4，2

M．1

M．6

M．5

一、 26

22

23

26

23

1．？1

2，06

1．71

一．74

一．50

1．η

2、ω

1．艶

2，30

1．艶

3，48

4，47

3，63

4．ω

3．梱

972

一．226

一、021

1一一14

1．009

18，5

22．5

2I．0

22，5

20．3

I8亨

199

1？3

1？9

171

62，0

67．I

69，0

65，3

69．0

1無蜘齪地！＝1く

負
表一2・

’．、写榊鵬区㈹て二符酬

扇
育苗日数試験

3妙1欄蟹区　　　’・泓皿嚇困＾隼　　壷一劉剛脳嗜ぼ

療歓’衰峨貿声ク榊

青菌

目数

収　衝総果重　可顧果双可夙桑数　一果重

’始月日・【’■徐一㎏■榛　個■濠／　デ／
可飯果敏　　％　　　　　非阪売果歓　％

＾晶ぺど果1空どう呉泊円采　くず昆乱形果まど具

21冒

28目

35目

42目

49目

56目

63目

2．16

16

10

12

12

10

18

7，06

7，71

7，69

6，43

5，58

5，54

4．56

5，63

7，02

6，58

5，45
4．？6

4，86
3．？4

23，5

29，1

28，4

27，4

26，4

25，3

20．8

240
24工

232
199
180
190
180

50．3　i5，2

54．9　　ユ5，2

63．1　　ユ4，0

62．2　7，6

65．9　6，7

63．8　．　8．9

5岬H。一

i．4■

1艮5
4，8

8，7

10．2

5．5

2．7

2．0

2．1

1．5

工．2

0．3

3．5

2．7

4，7

7．2

5．5

－2，0

11，0

11．5

工9．6

4．7

0．8

1．！

1．8

1，6

1．3

2．2

8．4

6，3

10，0
6．5

4．3

5．5

4．4

表一3 培地の種類およびロックウニ！レマットρ．薄用に関する試験

理1宥簑月警篭簑て鷺墓鷺丁言重 晶質別の稟教比率　％

。A晶くず果空どう果宝ど果た円果乱形果

日リクウ‘’レ　　　　　　182

く　ん　媒　　　　一70

～クウー兆十くん炭（A）　159

口〃ウー・レ・くん炭（B〕．172

ロツクウールチ’ヲ｛A〕　164

口〃ウールチ〃（B〕163

目〃ウー・樋駆（2作）163

口〃ウー・レ…鯛区3作〕158

2．1

4
畠

4

4．80

；．09

5．一8

5，33

4，93

3，66

4，52

4，58．

4．16

’4，35

4，48

4．？5

4，19

2．8工

3．8C

a99一

86，7

85，5

86，5

89二1

85，0

76，8

84，1

87，i

182

193

185

207

■96

1’84

190

205

59．？

59，8

69，7

65．ユ

53，2

58，9

64．9

？O．2

17，1

20．9

r5．3

－7．2

M．4

2斗4

22，9

15．4

O，8

3．0

2．6

4・…

2．2

0

0
0．；

17，9

14．6

9，7

り・9

18，3

13，4

11，2

11．1

4．3

1，4

ユ．1

0．8

1，1

0．3

0．5

1．8

o．8・

0．3

116，

O．5

0．8

3．0

0．5

112

4）くん炭餅用区〔帥」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）日，グウ‘ルチソズム）
3）くん炭傑用区（A〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（天然鉱物使用）

南：：ξ’ザ㌶炉

　　　　　　　　　　　ロサクウー’』

　　　　　　　　　　一58一

．・）り1ウール違由区（1州作）

8），’クウニル麺用区（トイト3作）


